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毎
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回
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箇
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次

　
　
　
　

告　
　
　

示

○
都
市
計
画
事
業
の
認
可	

七
四
九

　
　
　
　

公　
　
　

告

○
県
政
功
績
者	

七
四
九

○
指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知
（
三
件
）	

七
五
〇

○
換
地
処
分
の
実
施	

七
五
四

○
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

七
五
四

○
開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て	

七
五
四

　
　
　
　
　
　

告　
　
　

示

山
梨
県
告
示
第
三
百
六
十
八
号

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
都
市
計
画
事

業
の
認
可
を
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一�　

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称　

甲
府
都
市
計
画
公
園　

四
・
四
・
四
号　

中
央
市
総
合
防
災

公
園

二　

施
行
者
の
名
称　

中
央
市

三　

事
業
施
行
期
間　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日
か
ら
平
成
三
十
三
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四　

事
業
地

　

1
�　

収
用
の
部
分　

山
梨
県
中
央
市
大
字
布
施
字
山
ノ
神
前
、
字
壱
丁
田
及
び
字
明
神
林
地
内
、
大

字
山
ノ
神
字
居
村
地
内
並
び
に
大
字
臼
井
阿
原
字
上
河
原
地
内

　

2　

使
用
の
部
分　

な
し

　
　
　
　
　
　

公　
　
　

告

◉　

県
政
功
績
者

　

山
梨
県
表
彰
規
則
（
昭
和
二
十
七
年
山
梨
県
規
則
第
十
二
号
）
に
基
づ
く
平
成
二
十
九
年
度
県
政
功

績
者
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

功
績
分
野

氏　
　
　

名

住　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

所

特
別
功
績　

故　

西
室　

泰
三
神
奈
川
県
横
浜
市

特
別
感
謝
状

白
石　

和
已

神
奈
川
県
横
浜
市

県
議
会

浅
川　

力
三

渡
邉　

英
機

北
杜
市

南
都
留
郡
忍
野
村

地
方
自
治

望
月　

仁
司

上
野　

稔

岡
部　

幸
喜

笠
井　

万
氾

梶
原　

松
次

佐
野　

哲
也

望
月　

隆
夫

渡
辺　

月
丸

渡
邉　

理
男

勝　

敏
夫

三
井　

克
己

小
林　

眞
一

山
口　

憲
治

藤　

喜
久
男

依
田　

茂

南
巨
摩
郡
身
延
町

笛
吹
市

上
野
原
市

南
巨
摩
郡
身
延
町

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町

南
巨
摩
郡
南
部
町

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町

南
都
留
郡
鳴
沢
村

南
都
留
郡
忍
野
村

南
ア
ル
プ
ス
市

甲
府
市

南
巨
摩
郡
身
延
町

上
野
原
市

南
ア
ル
プ
ス
市

南
巨
摩
郡
富
士
川
町

産
業

飯
島　

忠

笠
井　

健
夫

髙
野　

誠

甲
府
市

甲
府
市

西
八
代
郡
市
川
三
郷
町
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第
二
千
七
百
四
十
九
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平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

七
五
〇

田
中　

一
利

丸
山　

光
則

若
杉　

成
剛

井
上　

曻

飯
田　

裕
彦

古
菅　

一
芳

杉
山　

一
美

伴
野　

聰

佐
野　

馨

相
馬　

保
政

松　

雄
二

望
月　

健

都
留
市

山
梨
市

笛
吹
市

富
士
吉
田
市

南
ア
ル
プ
ス
市

北
都
留
郡
小
菅
村

中
央
市

甲
府
市

南
巨
摩
郡
身
延
町

大
月
市

韮
崎
市

甲
府
市

教
育
文
化

村　

繁
子

小
野　

卓

十
菱　

駿
武

土
橋　

英
俊

新
津　

晴
夫

口　

髙
子

甲
斐
市

甲
府
市

東
京
都
八
王
子
市

甲
府
市

南
ア
ル
プ
ス
市

南
巨
摩
郡
富
士
川
町

保
健
衛
生

一
瀬　

秀
文

井
上　

勝
六

小
松　

史
俊

佐
野　

知

土
屋　

幸
治

幡
野　

仁

甲
府
市

南
ア
ル
プ
ス
市

甲
府
市

南
巨
摩
郡
身
延
町

甲
府
市

甲
府
市

◉　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
身
延
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
身
延
町
一
色
字
大
子
五
〇
二
九
、
五
〇
三
二
、
五

〇
三
三

依
田
勇
、
古
屋
彦
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
古
関
字
ウ
ト
ウ
久
保
三
六
四
七

土
橋
左
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
古
関
字
大
下
三
六
四
三
、
字
北
河
境
三
七

〇
五

赤
池
菊
松

南
巨
摩
郡
身
延
町
古
関
字
大
下
三
六
四
四

赤
池
小
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
三
沢
字
楠
田
四
四
七
四

小
林
五
雄

南
巨
摩
郡
身
延
町
三
沢
字
楠
田
四
五
一
六

今
村
嘉
文

南
巨
摩
郡
身
延
町
車
田
字
今
井
一
六
四
二

土
橋
ゆ
み
の

南
巨
摩
郡
身
延
町
車
田
字
今
井
一
六
四
四

土
橋
と
も
志

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

身
延
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　

2
�　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

3
�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

4　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四�　

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
九
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五

百
六
十
五
号

七
五
〇



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
四
十
九
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

七
五
一

　
（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

身
延
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

◉　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
身
延
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
栃
戸
二
五
七
〇
の
二

浅
井

隆

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
栃
戸
二
五
八
三
の
二

佐
野
徳
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
栃
戸
二
六
〇
三

佐
野
時
晴

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
栃
戸
二
六
〇
四

佐
野
武
敏

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
五
三
、
二
五
五
四
若
尾

作
、
深
澤
太
朗

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
大
子
山
一
五
二
三

望
月
伴
六

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
大
子
山
一
五
七
九
か
ら
一
五

八
一
ま
で
、
字
楜
桃
草
里
一
二
一
八
、
一
二
四
七
、
一
二
四

八
、
一
二
五
〇

山
下
朝
治

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
楜
桃
草
里
一
二
一
九

望
月
仁
司

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
楜
桃
草
里
一
二
二
〇

望
月
喜
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
下
沢
奥
三
〇
九
九
、
字
上
沢
奥
三
佐
野
芳
男

〇
一
四
、
三
〇
一
五
、
三
〇
一
六
の
二

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
八
八
五

樋
川
德
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
〇
一
、
二
九
〇
四
、

二
九
〇
六

佐
野
六
朗

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
二
七
か
ら
二
九
二
九

ま
で
、
二
九
二
九
の
二
、
三
〇
一
三

遠
藤
泰
明
、
河
西
與
左
エ
門

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
四
九
、
二
九
五
一

松
田
具
重

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
五
六

天
野
貫
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
寺
沢
字
上
沢
奥
二
九
五
九
、
二
九
八
一
、

二
九
八
二

松
田
功

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
神
屋
沢
一
五
一
七
の
内
一

望
月
安
積

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
腰
巻
一
三
三
六
の
一

佐
野
信

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
成
山
三
六
〇
〇

古
川
長
市
、
古
川
万
治
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
平
須
字
石
倉
二
八
八
四

神
宮
寺
傅
治
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
平
須
字
石
倉
二
八
八
七

神
宮
寺
茂

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
一
七
八
、
三
一
七
九

常
葉
隆
重

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
一
八
〇

佐
藤
勝
良

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
一
八
二

佐
野
勝
良

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
二
一
〇

我
妻
次
男



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
四
十
九
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

七
五
二

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
二
一
一
、
三
二
一
三

千
代
時
義

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
滝
平
三
二
一
四

大
野
三
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
四
九
、
六
五
〇

深
澤
龍
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
五
一

深
沢
宗
太
朗

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
五
四

佐
野
良
直

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
五
七
か
ら
六
六
〇
ま
で
深
沢
お
富

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
六
六

佐
野
寅
藏

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
六
七
、
六
六
七
の
二

村
松
か
つ
の

南
巨
摩
郡
身
延
町
伊
沼
字
松
木
平
六
七
四
の
二
、
六
七
五

若
尾
嘉
代
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
平
須
字
堰
入
九
一
一
、
字
清
水
沢
一
二
五

一
の
一

幡
野
義
信

南
巨
摩
郡
身
延
町
平
須
字
堰
入
九
一
三

深
沢
傅
重

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
〇
三
二
の
一
、
二
〇
三

二
の
三
、
二
〇
三
六
か
ら
二
〇
三
八
ま
で

望
月
秀
男

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
〇
七
、
二
一
〇
七
の

内
一
、
二
一
一
一
、
二
一
一
一
の
内
一
、
字
将
賢
林
二
〇
二

七
、
二
〇
二
九
の
一
、
二
〇
二
九
の
内
一
、
二
〇
三
〇
、
二

〇
三
一

望
月
キ
ノ
エ

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
五
八
、
二
一
五
九

望
月
信
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
六
四
、
二
一
六
八
、

二
一
七
三

遠
藤
藤
之
助

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
六
五

遠
藤
ト
ヨ
ジ

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
六
五
の
内
一

遠
藤
熊
治
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
観
音
堂
二
一
六
七
、
二
一
七
三
の

二

遠
藤
勝
久

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
二
一

川
崎
覺
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
三
一

土
橋
兼
治
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
三
二
、
二
四
三
四

川
崎
登

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
六
三
、
字
山
王
羽
根
二

五
二
七
、
二
五
二
八

栗
林
英
明

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
三
五
、
二
四
七
一
、
字

山
王
羽
根
二
五
四
一
、
二
五
五
五

村
田
敏
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
七
七

佐
野
富
治

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
塩
沢
二
四
七
八

土
橋
玉
作

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
〇
九

土
橋
多
け
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
一
五
、
二
五
一
五

の
内
一

佐
野
ス
ミ
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
二
九
、
二
五
三
〇
望
月
君
江

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
三
三

深
澤
仁
三
郎



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
四
十
九
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

七
五
三

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
三
四

平
林
小
三
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
四
〇

望
月
小
太
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
四
二

小
林
安
二
郎

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
四
三
、
二
五
四
三

の
内
一
、
二
五
四
三
の
内
二

千
葉
糸
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
遅
沢
字
山
王
羽
根
二
五
四
四

東
京
プ
ラ
ツ
ト
製
靴
株
式
会
社

南
巨
摩
郡
身
延
町
八
日
市
場
字
楜
桃
草
里
一
二
一
七
、
一
二

四
四
か
ら
一
二
四
六
ま
で

望
月
英
雄

南
巨
摩
郡
身
延
町
古
長
谷
字
下
ノ
原
七
一
か
ら
七
四
ま
で

菊
池
勇
一

南
巨
摩
郡
身
延
町
矢
細
工
字
腰
巻
一
三
六
五

星
野
定

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

身
延
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　

2
�　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

3
�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

4　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四�　

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
九
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五

百
六
十
六
号

　
（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

身
延
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

◉　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
不
分
明
通
知

　

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
第
三
十

三
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
通
知
の
相
手
方
の
所
在
が
不
分
明
な
た
め
、
同
法
第
百
八
十
九
条
の
規
定

に
よ
り
、
通
知
の
内
容
を
身
延
町
役
場
に
掲
示
し
た
の
で
、
そ
の
要
旨
を
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一　

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所
及
び
通
知
の
相
手
方

指
定
施
業
要
件
変
更
保
安
林
の
所
在
場
所

通
知
の
相
手
方

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
六
五

伊
藤
淳
二

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
八
一
、
字
樋
坪
三
六
四
伊
藤
角
藏

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
八
四

伊
藤
重
蔵
、
伊
藤
金
藏

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
四
二
八

伊
藤
金
藏
、
伊
藤
永
吉

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
八
五
の
一
、
三
八
五
の

四

神
明
社

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
三
八
五
の
三

伊
藤
誠

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
宮
ノ
脇
四
四
六

伊
藤
芳
雄

南
巨
摩
郡
身
延
町
熊
沢
字
樋
坪
三
二
九

伊
藤
文
吉

南
巨
摩
郡
身
延
町
一
色
字
大
子
五
一
三
五
の
一
、
五
一
三
五

の
二
、
字
和
田
五
四
九
三
の
一
、
五
四
九
三
の
二

近
藤
忠
雄
、
内
藤
喜
照
、
内
藤

眞
、
依
田
利
雄
、
近
藤
一
布
、
深

沢
章
一
、
依
田
勝
太
郎
、
佐
藤
信

雄
、
佐
野
喜
幸
、
佐
野
重
三
、
佐

野
美
之
、
依
田
勉
、
内
藤
民
一
、

春
沢
昿
憙
、
春
沢
盛
哉
、
春
沢
光

敏
、
春
沢
茂
吉
、
内
藤
清
一
、
内



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
四
十
九
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

七
五
四

藤
正
道
、
内
藤
芳
直
、
内
藤
保
、

内
藤
隆
義
、
内
藤
恒
吉
、
内
藤
武

忠
、
内
藤
基
春
、
内
藤
勝
正
、
内

藤
庚
、
依
田
丒
春
、
依
田
昌
雄
、

佐
野
三
男
、
加
賀
美
道
治
、
小
林

孝
治
、
望
月
茂
、
内
藤
義
寛
、

内
藤
義
政
、
加
賀
美
悟
、
佐
野
元

藏
、
依
田
達
男
、
佐
野
壽
彦
、
萩

原
康
凞
、
古
屋
昭
治
、
古
屋
喜

義
、
古
屋
明
、
古
屋
寛
作
、
古
屋

智
重
、
古
屋
章
忠
、
古
屋
健
男
、

古
屋
義
雄
、
依
田
理
恵
子
、
依
田

九
八
、
依
田
貢
、
依
田
眞
、
依
田

久
子
、
内
藤
和
平
、
内
藤
徳
重
、

内
藤
義
清
、
内
藤
末
子

南
巨
摩
郡
身
延
町
切
房
木
字
細
久
保
一
一
三
六

池
田
金
吾

南
巨
摩
郡
身
延
町
切
房
木
字
細
久
保
一
一
七
三

池
田
富
義

南
巨
摩
郡
身
延
町
杉
山
字
佐
藤
内
一
一
七
七
の
一
、
一
一
七
富
里
村
杉
山
負
債
整
理
組
合

七
の
四

南
巨
摩
郡
身
延
町
釜
額
字
寺
ノ
上
一
五
一
六

小
林
君
敏

南
巨
摩
郡
身
延
町
三
沢
字
仲
塚
一
六
六
三
の
乙

無
限
責
任
久
那
土
村
三
沢
第
三
負

債
整
理
組
合

二　

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的　

土
砂
の
流
出
の
防
備

三　

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

　

㈠　

立
木
の
伐
採
の
方
法

　
　

1　

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

　
　
　
　

身
延
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。）

　
　

2　

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

　
　

3
�　

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る

市
町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

　
　

4　

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

　

㈡　

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種　

次
の
と
お
り
と
す
る
。

四�　

保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
変
更
の
告
示　

平
成
二
十
九
年
十
月
十
九
日
農
林
水
産
省
告
示
第
千
五

百
六
十
七
号

　
（「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
山
梨
県
庁
及
び

身
延
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

◉　

換
地
処
分
の
実
施

　

土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
九
項
の
規
定
に
よ
り
、

県
営
畑
地
帯
総
合
整
備
事
業
（
落
合
・
湯
沢
地
区
湯
沢
一
工
区
）
の
換
地
処
分
を
平
成
二
十
九
年
十
一

月
八
日
実
施
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

◉　

開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一�　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

南
都
留
郡
山
中
湖
村
山
中
字
杏
木
道
下
九
百
四

十
七
番
の
一
の
一
部
並
び
に
字
萩
塚
千
四
番
の
一
部
及
び
千
七
番
の
一
の
一
部
並
び
に
南
都
留
郡
忍

野
村
忍
草
字
李
ノ
木
三
千
六
百
三
番
の
一
の
一
部
の
区
域

二�　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

南
都
留
郡
忍
野
村
忍
草
字
古
馬
場
三
千
五
百
八
十
番

地　

フ
ァ
ナ
ッ
ク
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
副
社
長　

経
営
総
括
本
部
長　

権
田
与
志
広

◉　

開
発
行
為
及
び
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
の
完
了
に
つ
い
て

　

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
第
一
項
の
許
可
に
係
る
次
の
開
発
行
為

に
関
す
る
工
事
及
び
開
発
行
為
の
う
ち
公
共
施
設
に
関
す
る
工
事
は
、
完
了
し
た
。

　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

	

山
梨
県
知
事	

後　
　

藤　
　
　
　
　

一�　

開
発
区
域
（
工
区
）
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
字
松
の
木
六
千

七
百
六
十
の
一
、
六
千
七
百
六
十
の
二
、
六
千
七
百
六
十
一
の
一
、
六
千
七
百
六
十
一
の
三
、
六
千



山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
四
十
九
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

七
五
五

七
百
六
十
二
の
一
及
び
六
千
七
百
六
十
二
の
二
並
び
に
字
上
大
塚
三
千
百
四
十
の
一
、
三
千
百
四
十

の
二
、
三
千
百
四
十
の
三
、
三
千
百
四
十
の
四
及
び
三
千
三
百
五
十
一
の
五
の
区
域

二　

公
共
施
設
の
種
類
、
位
置
及
び
区
域

公
共
施
設
の
種
類

位
置
及
び
区
域

道
路

次
の
図
の
と
お
り

　

�　
（「
次
の
図
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
富
士
・
東
部
建
設
事
務
所
及
び
富
士

河
口
湖
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。）

三�　

開
発
許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名　

南
都
留
郡
富
士
河
口
湖
町
船
津
千
七
百
番
地　

富
士

河
口
湖
町　

富
士
河
口
湖
町
長　

渡
辺
喜
久
男



発
行
者　
　

山

梨

県　
　

甲
府
市
丸
の
内
一
丁
目
六
番
一
号　
　
　
　
　

印
刷
所　

㈱
サ
ン
ニ
チ
印
刷　

甲
府
市
北
口
二
丁
目
六
番　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
梨
県
公
報　
　

第
二
千
七
百
四
十
九
号　
　

平
成
二
十
九
年
十
一
月
三
十
日

七
五
六


